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研究成果の概要（和文）：本研究は子宮頸癌の放射線療法における免疫動体を調査するため，根治的放射線療法
を完遂した子宮頸癌患者を，治療開始後2年以内の再発・転移の有無によって治療失敗群と成功群に分類し，採
取した子宮頸部のTMEにおける免疫関連分子の発現率の群間差と，発現率の予後への影響を評価した．結果，小
線源治療中におけるPD-L1とCD163の発現率に群間差が生じ，PD-L1とCD163の発現率が2年無増悪生存率に関係し
ていた．

研究成果の概要（英文）：This study investigated changes in the immunity of the tumor 
microenvironment (TME) during standard radical RT for cervical cancer and determined whether these 
changes affect prognosis. Twenty-six patients who had completed radical RT for cervical cancer were 
categorized into the following two groups according to whether the cancer recurred and/or 
metastasized within 2 years after the start of treatment, and we assessed immunohistolical marker 
between two groups and assessed its effect on prognosis. The expression levels of PD-L1 and CD163 in
 the TME in the treatment success group were lower than those in the treatment failure group at the 
midpoint during brachytherapy, and the 2-year progression-free-survival (PFS) rate depended on the 
expression levels of PD-L1 and CD163. The expression rates of CD163 and PD-L1 in the TME during 
brachytherapy were related to treatment response and the 2-year PFS. 

研究分野： 婦人科癌に対する放射線治療

キーワード： 子宮頸癌　放射線治療　高線量率密封小線源治療　PD-L1　CD163　腫瘍微小環境

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
子宮頸癌に対する根治的放射線療法において，腫瘍免疫抑制分子の一つであるPD-L1と，腫瘍増大に関わるM2マ
クロファージの代表マーカーであるCD163に注目した治療法の開発に貢献する結果となった．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

放射線療法はがん細胞を破壊して免疫系を賦活する一方で，腫瘍微小環境（TME）の免疫を

抑制することが知られている．子宮頸癌の標準的な放射線療法（根治的放射線療法）では，

体外照射と小線源治療の二つの異なる照射法を順次組み合わせるが，これらの照射法がど

の様に腫瘍免疫に影響するかは十分に解明されていない． 

 

２．研究の目的 

根治的放射線療法を施行した頸癌患者において，治療中の TME における，治療効果別の腫

瘍関連免疫の経時的な変化と，免疫の変化による予後への影響を調査した． 

 

３．研究の方法 

根治的放射線療法を完遂した頸癌患者 26 名を，治療開始後 2年以内の再発・転移の有無に

よって治療失敗群（n=14）と成功群（n=12）に分類し，治療前，体外照射のみ(小線源治療

直前)，小線源治療期間中の中間時点，治療後 3か月以内の 4時点において，子宮頸部の TME

における PD-1，PD-L1，CD8，CD68，CD163，FoxP3，HIF1-αの発現率の群間差と，各分子発

現率の予後への影響を評価した． 

 

４．研究成果 

小線源治療中における PD-L1 と CD163 の発現率に群間差が生じ（p<0.01，p=0.08），PD-L1

と CD163 の発現率が 2年無増悪生存率に関係していた（p=0.04，p=0.02）．子宮頸癌に対す

る根治的放射線療法，特に局所の放射線強度の強い小線源治療の腫瘍免疫への影響におい

て，腫瘍免疫抑制分子の一つである PD-L1 と，腫瘍増大に関わる M2マクロファージの代表

マーカーである CD163 に注目した治療法の開発に貢献する結果となった． 
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【多変量解析における 2年累積無増悪生存率の予測因子】 
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